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従来の光学の常識を超えた光学効果の発現を可能とするメタマテリアルやメタデバイスに関す

る研究が国内外において活発になされている［1］。より操作性の高い素子の開発を目的として本

研究室ではこれまで、積層させたスプリットリング共振器（SRR）の相対角度変化［2, 3］、あるい

は積層 SRRアレイの相対位置変位に基づく共鳴周波数の電界変調［4, 5］について報告してきた。

さらに、積層閉リング共振器（CRR）アレイの相対位置変位あるいは中間誘電体層の誘電率変化

による共鳴周波数変調［6-8］および実効屈折率変調［9, 10］について報告してきた。今回我々は、

ウェッジプリズム形状に配置した積層 CRR アレイにおけるテラヘルツ波の屈折を詳細に検討し

たので報告する。素子特性の解析には、CST studioを用いた。アレイの相対位置変位によって、テ

ラヘルツ波の屈折角が大きく変調可能であることが明らかとなった。 

 

 

Fig.1: The electric field distributions of the refracted THz radiation from wedge-shaped prism composed of 

index-tunable metamaterial. 
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